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 破壊から何が始まるのか
　20世紀央，経済学者シュンペ
ーターは著書『資本主義，社会主
義，民主主義』の中で資本主義経
済下のイノベーションが既存の産
業や技術，ビジネスモデルを破壊
することで新たな価値を創造する
という経済発展のプロセスを「創
造的破壊」と名付けました。さて，
今アメリカでは，創造的かについ
てはともかく，トランプ大統領が
多くの破壊を実践しています。こ
れが創造的な破壊となるのか？　
考えてみましょう。
　第 1期も含めてトランプ大統領
が破壊した主なものを列記します。
□ TPPからの離脱
□ パリ協定からの離脱
□ WTOへの軽視
□ エスタブリッシュメントによ
る政治の支配からの脱却
□ 国連などの国際機関による多
国間の合意形成の軽視
□ 大手メディアによる配信の否
定
□ 多様性を支え成長の源泉の 1
つでもあった移民政策を抑制

　まだまだ挙げられると思います
が，これら一連の既存の仕組みの
破壊により，間違いなく既存のも
のに代わる新しい何かがもたらさ
れるはずです。それは創造的なも
のか？　それとも既存の仕組みを
壊して無秩序を招いただけなの
か？　ともかく，今あるものを壊
せば，それに代わる新しいものが
生まれるのは必然ですので，後先
を考えず，まずは破壊から始める
ということでしょうか。

E.マスクの破壊的リストラ
　同じような破壊的な行動をとっ
てきたのが，イーロン・マスクで
すね。連邦政府の高官の地位から
は退いてしまいましたが， 9月に
暗殺された右派チャーリー・カー
ク氏の追悼式ではトランプ大統領
との再接近の様子も見られまし
た。破壊好き？という共通項はあ
るようです。そのイーロン・マス
クがTwitterに乗り込んだ際の行
動も“破壊”でした。
　2022年にTwitter社を買収し，
買収時7,500人いた社員を 1年後

には1,500人にまで削減しました。
当時Twitter社に在籍していた知
人は，「昔，祖父から戦争経験と
して，『戦場では人間としての感
覚が麻痺してしまう』という話を
聞いたことがある」と語り出した
後，「2022年から23年のTwitter
の職場も“今まで普通だと思って
いた感覚が麻痺してしまう”今か
ら思えば異常な日々だったが，そ
の頃はそれが異常とも思わなくな
っていた」と話してくれました。
社員が半数になり，それがさらに
その半分以下になるのだから，今
までと同じような仕事の進め方は
一切できなくなる。その際に，今
までの仕事で抱いていた自分の常
識などは，いったん麻痺させない
と，生き残ることはできない。そ
のような心境だったようです。そ
んな彼も，突然ある朝，出社する
と社内システムのアクセス権が遮
断され，これまでの仕事をするこ
ともできないまま会社を追われる
ことになったとのことでした。
　そのTwitter社，今ではXと名
も変え，社員数も2,800人程度ま
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で回復しているようです。急激な
破壊の時期も，その後も，事業は
継続しているのは皆さんもよくご
存じでしょう。
　そのイーロン・マスクが第 2次
トランプ政権の初期，政府の枢要
メンバーとして，政府機関や連邦
職員のリストラを行った今年前半
の 6ヵ月間は，さぞかし大変な事
態だったろうと思います。行政機
関はいろいろなところで機能不全
を引き起こしたのかもしれませ
ん。全体で240万人の連邦職員の
うちの17万人とも26万人ともい
われる職員数が削減されたといい
ます。未だに，正確に何人削減さ
れたのかも定かではありません。
この破壊も，これまでの既存の仕
組みを改め，新しい行政の仕組み
をもたらしているのでしょうか？　
細部で行政サービスに対する不満
の声は聞こえてきますが，アメリ
カ全体が機能不全に陥っているこ
ともなさそうです。何とかなって
しまうものなのでしょうか。

 DEI見直しの波紋
　連邦政府のリストラと併せて，
同じく人事労務関連の分野での破
壊といえば，日本ではほとんど報
道されていませんが，反DEI・反
LGBTの大統領令だと思います。
以下はその大統領令です。
today … institutions … have ad-
opted and actively use dangerous, 

demeaning, and immoral race- and 
sex-based preferences under the 
guise of so-called “diversity, equi-
ty, and inclusion” (DEI) or “diver-
sity, equity, inclusion, and accessi-
bility” (DEIA) that can violate the 
civil-rights laws of this Nation. … 
These illegal DEI and DEIA poli-
cies not only violate the text and 
spirit of our longstanding Federal 
civil-rights laws, they also under-
mine our national unity.
　拙訳ですが……
今日では…諸機関が…いわゆる

「ダイバーシティ・エクイティ・
インクルージョン（DEI）」や「ダ
イバーシティ・エクイティ・イン
クルージョン・アクセシビリティ
（DEIA）」の名の下に，人種や性
別に基づく危険で，屈辱的で，不
道徳な優遇措置を採用し積極的に
運用しており，これは我が国の公
民権法に違反し得るものである。
…これら違法なDEIおよびDEIA
政策は，我が国の長年にわたる連
邦公民権法の文言と精神に違反す
るだけでなく，国家の統一をも損
なう。
　米国トランプ大統領が2025年
1月27日に署名した大統領令
14173の第 1条の抜粋です。これ
に先立つ大統領令14151では連邦
政府庁のDEIプログラムの削除を
指示し，これに続いて，大統領令
14173で連邦と取引のある企業に

対して「DEIプログラムやアファ
ーマティブ・アクションの削除」
を求めています。これは公的な差
別是正措置の見直しであると位置
づけてもいます。
　これを受けて，アメリカ企業ば
かりでなく，在米の日本企業でも
DEIの見直しを行ったという報道
もあります。社名は伏せますが，
一例を挙げます。
□ LGBTQ＋関連イベントや活動
に協賛・支援するいわゆる“Pride
支援”の停止
□ DEI / LGBTQ関連の社内研修
の廃止
□ 採用や昇進の際に「女性やマ
イノリティ比率を一定以上にす
る」といった多様性クォータの仕
組みの撤廃
　今のところ，日本国内ではこれ
に追随するような姿勢は見られま
せん。アメリカではこの破壊から
人事の新しい潮流が生まれてくる
のでしょうか？
　最後に筆者は，一連の破壊を単
純に否定はしません。長い間積み
上げられた既得権に雁

がんじがらめ

字搦めにさ
れ，閉塞感に覆われている現状を
変えるには，破壊から始めるのも
1つの方法かもしれません。日本
の高度成長は，第二次大戦の敗戦，
焼け野原となり壊滅した日本列島
の復興から生まれました。破壊の
後は，復興しかない，これも真理
です。
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